
                            

 
 

緑
区
全
体
の
福
祉
向
上
の
た
め
に 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

委
員
長  

岡 

本 

博 

幸 

 

「
世
界
ぜ
ん
た
い
が
幸
福
に
な
ら
な

い
う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得
な

い
」
こ
の
言
葉
は
、
宮
沢
賢
治
の
『
農

民
芸
術
概
論
綱
要
』
一
節
に
あ
る
有
名

な
言
葉
で
す
。
彼
は
農
民
全
体
の
幸
せ

を
考
え
病
床
に
あ
っ
て
も
農
民
の
相

談
に
応
じ
る
と
い
う
自
己
犠
牲
に
立

ち
、
幸
せ
な
社
会
実
現
を
目
指
し
た
人

で
し
た
。
そ
の
考
え
は
童
話
や
詩
に
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 
 

緑
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会

と
は
、「
世
界
全
体
」
を
「
緑
区
全
体
」

に
置
き
換
え
て
も
当
て
は
ま
る
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
。
区
民
全
体
が
宮
沢
賢

治
の
求
め
た
理
想
世
界
の
実
現
に
区

民
全
体
で
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

緑
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会

は
、
そ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
役
割
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
各
地
域
の

福
祉
活
動
の
情
報
提
供
の
推
進
。
福
祉

活
動
推
進
の
障
害
と
な
る
課
題
を
把

握
し
、
そ
の
解
決
の
先
頭
に
立
ち
羅
針

盤
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

★ 

活
動
紹
介 

★ 

精
神
障
害
者
作
業
所
「
た
け
の
子
工

房
」 

 

心
の
病
に
な
る
人
達
は
心
の
優
し

い
人
で
す
。
こ
う
し
た
人
達
の
中
で
入

院
し
て
退
院
後
、
社
会
復
帰
に
繋
げ
る

た
め
に
支
援
す
る
作
業
所
「
た
け
の
子

工
房
」
と
し
て
千
葉
市
精
神
障
害
者
南

地
域
家
族
会
が
中
心
と
な
っ
て
設
立

し
ま
し
た
。 

 

「
た
け
の
子
工
房
」
は
緑
区
辺
田
町

に
三
戸
の
民
家
を
借
り
て
、
月
・
火
・

水
・
金
の
週
四
日
間
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。
通

所
者
は
現
在
約
三
十
名
で
す
。
雑
誌
の

付
録
袋
詰
の
手
作
業
や
料
理
、
手
芸
、

コ
ー
ラ
ス
が
主
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
そ

の
他
、
千
葉
市
の
行
事
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
ご
支
援
下
さ
い
。 

十
九
年
度
地
域
福
祉
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
が
決
定
し
ま
し
た
！ 

① 

児
童
健
全
育
成
事
業 

 

地
域
の
高
齢
者
・
子
ど
も
達
が
、
千

葉
市
少
年
自
然
の
家
で
と
も
に
食
事

作
り
や
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ
、
相
互
の
学

び
の
場
の
提
供
。（
誉
田
地
区
部
会
） 

② 

高
齢
者
と
子
ど
も
達
と
の
交
流

会 

 

高
齢
者
と
子
ど
も
達
で
食
事
を
し

な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
や
習
慣
・
昔
話

等
か
ら
失
わ
れ
た
「
こ
と
ば
」
の
伝
承

と
竹
と
ん
ぼ
や
お
手
玉
な
ど
の
作
り

方
・
遊
び
等
を
学
ぶ
。（
椎
名
地
区
部

会
） 

③ 

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
「
昭
和
の

森
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」 

 

昭
和
の
森
公
園
に
お
い
て
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
形
式
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
家
族
、
友

達
、
地
域
住
民
と
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
。（
土
気
地
区
部
会
） 

④ 

「
車
椅
子
ダ
ン
ス
を
楽
し
も

う
！
」 

 

講
師
に
よ
る
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

障
害
者
、
健
常
者
が
と
も
に
車
椅
子
ダ

ン
ス
を
楽
し
み
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
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が
車
椅
子
の
介
助
の
仕
方
な
ど
も
合

わ
せ
て
学
ぶ
。（
お
ゆ
み
野
地
区
部
会
） 

 

各
地
区 
伝
言
板 

 

～ 

誉
田
地
区 

～ 

●
誉
田
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

毎
年
各
障
害
施
設
に
納
涼
祭
の
お

手
伝
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
年
末

に
は
施
設
に
慰
問
品
を
届
け
た
り
、
入

所
者
と
お
話
し
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
本
年
も
納
涼
祭
に
一
施
設
、
年
末

の
慰
問
先
は
誉
田
地
区
の
施
設
三
ケ

所
を
訪
問
し
ま
す
。
一
緒
に
お
手
伝
い

し
て
く
れ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

中
で
す
。 

●
東
小
学
校 

木
管
楽
器
・
金
管
楽

器
・
打
楽
器
等
の
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

高
校
生
以
上
の
方
で
、
吹
奏
楽
経
験

者
の
方
、
東
小
学
校
の
部
員
と
一
緒
に

演
奏
や
練
習
に
支
援
お
願
い
し
ま
す
。 

二
十
年
三
月
八
日
に
定
期
演
奏
会
に

指
導
者
の
方
々
と
一
緒
に
何
曲
か
演

奏
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

～ 

椎
名
地
区 

～ 

 

地
域
で
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
環
境

美
化
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
五
月 

末
よ
り
六
月
三
日
に
か
け
て
、
美
化
活

動
の
一
つ
で
あ
る
ゴ
ミ
拾
い
活
動
が
、

各
町
内
自
治
会
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

 

活
動
に
参
加
し
た
人
も
、
見
て
い
た

人
も
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。 

 

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
懇
談

会
の
環
境
整
備
部
が
中
心
と
な
り
、
椎

名
公
民
館
を
気
持
ち
良
く
利
用
す
る

た
め
、
敷
地
内
外
の
草
取
り
や
花
壇
作

り
を
、
五
月
、
七
月
、
九
月
、
十
一
月

の
四
回
行
い
ま
す
。
通
り
が
か
り
の
人

も
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
運
動
の
輪
が
広
が
り
、
花
い
っ
ぱ
い

の
美
し
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

～ 

土
気
地
区 

～ 

 

社
協
土
気
地
区
部
会
で
は
各
町
内

自
治
会
の
協
力
を
得
て
、「
健
康
講
演

会
」
を
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年

は
「
認
知
症
と
そ
の
対
処
法
」
と
い
う

内
容
で
、
千
葉
市
医
師
会
中
村
哲
雄
先

生
の
講
演
。 

・
日
時 

十
一
月
八
日
（
木
）
午
後
一

時
半
～ 

・
場
所 

土
気
公
民
館
講
堂 

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 

地
域
福
祉
活
動
を
進
め
る
た
め
に

は
広
く
住
民
の
声
を
と
ら
え
、
身
近
な

問
題
を
踏
ま
え
た
事
業
展
開
が
大
切

で
す
。 

 
 ～ 

お
ゆ
み
野 

～ 

 

「
車
椅
子
ダ
ン
ス
を
楽
し
も
う
！
」 

・
日
時 

十
一
月
十
一
日
（
日
）
午
後

一
時
～
三
時 

・
場
所 

鎌
取
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

障
害
者
・
健
常
者
が
共
に
生
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
健
常
者
・
障
害

者
が
車
椅
子
で
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
問
合
せ
先 

二
九
二
―
五
二
三
三 

手
塚 

 

第
十
五
回
緑
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の

お
知
ら
せ 

・
日
時 

十
一
月
四
日
（
日
）
午
前
十

時
～
午
後
二
時
半
（
雨
天
中
止
） 

・
場
所 

都
市
公
園
「
昭
和
の
森
」 

社
協
緑
区
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

四
月
一
日
に
開
所
し
ま
し
た
「
緑
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
大
会
議
室
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室
（
二
部
屋
）、

印
刷
室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
管
理
運

営
は
社
協
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
施
設
は
、
地
域
住
民
の
自
主
的

な
保
健
福
祉
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
上
で
必
要
な
、
会
議
・
研
修

会
・
活
動
等
の
た
め
の
施
設
で
す
の
で
、

是
非
ご
活
用
下
さ
い
。
（
日
・
祭
は
除

く
）
詳
細
は
、
社
協
緑
区
事
務
所
へ
。 

 
 
 
 

℡ 

二
九
二
―
八
一
八
五 

 

◆
◇
◆
編
集
後
記
◆
◇
◆ 

 
 

当
協
議
会
も
発
足
し
て
二
年
目
。 

今
年
は
更
に
具
体
的
な
活
動
に
踏
み

込
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

福
祉
活
動
は
、
多
く
の
方
々
が
少
し

ず
つ
力
を
出
し
合
っ
て
、
無
理
せ
ず
、

息
長
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
そ
こ
で
、
現
在
市
内
で
実
践
さ
れ

て
い
る
素
晴
ら
し
い
活
動
等
を
皆
様

に
ご
紹
介
し
、
区
内
に
も
広
め
て
頂
く

お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
、
と
考
え
て
お

公民館の花壇作り 



り
ま
す
。 

 
皆
さ
ん
の
手
で
「
住
む
人
に
優
し
い

ま
ち
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
Ｂ
） 


